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平成20年８月12日 

各  位 

上場会社名    株 式 会 社 ア ク セ ス 

代 表 者 名  代表取締役社長 松浦 徹 

            （JASDAQ・コード：4700） 

問 合 せ 先   管理本部 本部長  

取 締 役  山 田  欣 吾 

電 話 番 号  (0 6 ) 6 2 0 8 - 1 6 0 0（ 代 表 ） 

 

 

（訂正）「平成19年３月期 第１四半期財務・業績の概況 (連結) の訂正について」 

の一部訂正に関するお知らせ 

 

当社は、平成20年８月８日に開示いたしました「平成19年３月期  第１四半期財務・業績の概況 (連結)

の訂正について」について一部訂正がありましたので、お知らせいたします。 

なお、訂正箇所につきましては、訂正前と訂正後をそれぞれ添付し、訂正箇所には＿（アンダーライン）

を付して表示しております。 

 

また、本訂正により、当期の決算に与える影響はありません。 

 

以上 
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(1) 経営成績（連結）の進捗状況 （記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。） 

（訂正前） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 

19年３月期第1四半期 835  23.6  21   ―  3   ―  △50   ―  

18年３月期第1四半期 463 △1.3  47 △8.0  36 △14.0  21 △12.4  

(参考)18年３月期 2,736      △287      △453      △1,142      

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円  銭 円  銭 

19年３月期第1四半期 925.70  －   

18年３月期第1四半期 1,991.46  －   

(参考)18年３月期 △20,794.69 －   

 

（訂正後） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 

19年３月期第1四半期 835  23.6  21 △86.5  3 △97.8  △50   ―  

18年３月期第1四半期 675  43.8  161 210.8  141 282.3  △4   ―  

(参考)18年３月期 2,736      △287      △453      △1,142      

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円  銭 円  銭 

19年３月期第1四半期 △925.70  －   

18年３月期第1四半期 △385.10  －   

(参考)18年３月期 △20,794.69 －   

 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

(訂正前) 

当第1四半期（平成18年４月１日から平成18年６月30日まで）におけるわが国経済は、好調な企業収益
を背景とした設備投資の増加や雇用環境の改善などから、緩やかながらも景気回復への現象がみられまし
た。しかしながら、原油価格の高騰、株式市場の低迷などにより、今なお景気の先行きは見定めにくい状
況であります。また、情報サービス産業においては、企業の情報化投資は緩やかにではありますが回復の
兆しが見えてまいりましたが、一方でベンダー間での激しい顧客獲得競争の中、本格的に経営環境が改善
してきたとは言えない状況であります。 
 このような状況の中、当社グループの当第１四半期は、概ね期初の予想どおりに推移し、売上高は8億
35百万円（前年同期比23.6%増）、経常利益3百万円（前年同期は経常利益36百万円）となり、四半期純損
失は50百万円（前年同期は四半期純利益21百万円）となりました。 

(訂正後) 

当第1四半期（平成18年４月１日から平成18年６月30日まで）におけるわが国経済は、好調な企業収益
を背景とした設備投資の増加や雇用環境の改善などから、緩やかながらも景気回復への現象がみられまし
た。しかしながら、原油価格の高騰、株式市場の低迷などにより、今なお景気の先行きは見定めにくい状
況であります。また、情報サービス産業においては、企業の情報化投資は緩やかにではありますが回復の
兆しが見えてまいりましたが、一方でベンダー間での激しい顧客獲得競争の中、本格的に経営環境が改善
してきたとは言えない状況であります。 
 このような状況の中、当社グループの当第１四半期は、概ね期初の予想どおりに推移し、売上高は8億
35百万円（前年同期比23.6%増）、経常利益3百万円（前年同期は経常利益１億41百万円）となり、四半期
純損失は50百万円（前年同期は四半期純損失４百万円）となりました。 
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財政状態（連結）の変動状況 （記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。）

（訂正前） 

 総 資 産 純 資 産      自己資本比率      １株当たり 
純 資 産      

 百万円 百万円 ％ 円  銭 

19年３月期第1四半期 14,079 9,939 70.6 169,432.59 

18年３月期第1四半期 16,208 12,583 77.6 1,145,282.15 

(参考)18年３月期 14,947 9,990 66.8 181,848.45 

 
（訂正後） 

 総 資 産 純 資 産      自己資本比率      １株当たり 
純 資 産      

 百万円 百万円 ％ 円  銭 

19年３月期第1四半期 14,079 9,939 70.6 180,921.78 

18年３月期第1四半期 14,944 11,125 74.4 1,012,576.20 

(参考)18年３月期 14,947 9,990 66.8 181,848.45 

 

  


